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例えばコバル ト等のイジング的な磁性体を含む合金をマグネシウムなどで希釈すると非

磁性不純物を含む系を容易につ くることができる｡こうした系を高温から急冷す ると2相に

分離するが不純物があると界面がビン止めされて ドメインの成長は非常に遅 くなる｡ しか し

系統的な研究 はされておらず重要な課題となっている｡

従来 dilutedlsingmodelの simulatiorLは数多 くなされているが相分離の後期過程を

調べるには適当な方法 とはいえず､よりSimulationのはっきりした結果が望まれていたOそ

こで我々は不純物を含みスカラーの秩序変数が保存 しない系を相分離のSimulatiortには最適

なセルダイナ ミックスの手法を用いて解析 し, こで以下の結果を得た 【11｡

(i)特徴的長さ l(i)の数値データは中間的な時間 スケールでl(i)～logt (Fig･2)で記

述できたO これは時間のべ きでの成長からより遅 い成長へのクロスオーバーと思われるOま

た後期過程では L(i)～(logi)■という成長別を見出 し､指数 とは HusearLdHenleyl21の次

元解析による t-4と矛盾 しない結果を得た (Fig.3)｡

(ii)不純物を含まぬ系では重要でない熱揺 らぎが特に後期過程で重要になることを見出

した｡また熱揺 らぎのない系では完全に ドメインの配置が凍結 して しまうことを見出 した｡

(近)ランダム磁場モデルに対 して報告された散乱関数のスケー リングの破れは見つか ら

なかった (Fig.4)0

これらの結果はすでに論文になっている【1】が､モデルに多少の問題点を内包 していた｡

現在問題点を改善 し､保存系のシミュレーションをもおこなっている｡同時に低温近似での

理論の構築 も進行中である｡

[1]H･Hayakawa,J･Phys･Soc･Jpn･60,2492(1991).

[21I)･A･HuseandC･L･Henley,Phys･Rev･Lett･54,2708(1985)･

- 415-



研究会報告

FigureCaptions

Fig.1:Asna･PshotofthedomaincorLRgtlrationa.Ii=100forB=0･3andc=0.1･ThelineaJldsha.ded
domairtsrepresenttheinterfacesarLdimpuritycells,respectively･

Fig･2:ThetemporalgrowthsofthechaJa･CteristiclengthI(i)areplottedforseveralsetsof(B,C)･
Fig.3‥TheplotsofI(i)versus(1ogi)4fora=0.1.Fromthebottomtothetop,thevaluesofBa,redven
byB=0,B=0.1,B=0･2andB=0･3,respectively･Notetha･t(log(i=1200))4二三2527.

Fig･4:ThescalingplotsforthestructurefactorforB=0･3aJLdc≡0･1･
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